
第28号
28

2011  APRIL No.28　石狩商工会議所報　躍動

編集・発行/石狩商工会議所

東北地方太平洋沖地震で亡くなられた方々のご冥福を心からお祈りするとともに、被災された方々に対しまして
心からお見舞い申し上げます。（石狩商工会議所役職員一同）
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【表紙】　道内初となる電気自動車（EV）
タクシー2台を導入したダイコク交通㈱。
3月16日から営業運転を始めており、燃
料費削減と二酸化炭素排出量の抑制効
果が期待されています。
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右
さ
れ
な
い
、

企
業
の
強
固
な
経
営
基
盤
作
り
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

　

〜
平
成
23
年
度
事
業
計
画
〜 

●1

今
後
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る

石
狩
湾
新
港
地
域

　

―
石
狩
湾
新
港
地
域
の
開
発
現
況
― 

●5

T
O
P
I
C
S

・
石
狩
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0

・
い
し
か
り
元
気
づ
く
り
事
業
・
議
員
会
活
動
報
告 

●6

・
石
狩
商
工
会
議
所
10
周
年
記
念
事
業

・
優
良
従
業
員
表
彰
式
・
会
員
交
流
会
開
催 

●7

・
建
設
業
と
地
域
の
元
気
回
復
助
成
金
事
業

　
『
海
と
川
に
育
ま
れ
た
新
石
狩
協
議
会
』
報
告 

●8

・
業
種
別
部
会
の
活
動
報
告 

●9

・
産
業
活
性
化
基
盤
整
備
懇
話
会 

●11

・
青
年
部
・
女
性
会
の
活
動
報
告 

●12

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

・
各
種
共
済
融
資
制
度
関
連 

●13

・
平
成
23
年
度
実
施

　

石
狩
商
工
会
議
所
検
定
試
験
施
行
日
程
一
覧
表 

●14

・
道
央
興
産
有
限
会
社
が
H
E
S
を
認
証
取
得
！ 

●14

基
本
方
針

　

平
成
二
二
年
度
の
国
内
経
済
は
、
当
初
こ
そ
回
復

基
調
に
あ
っ
た
も
の
の
、
海
外
経
済
の
失
速
や
円
高

傾
向
の
長
期
化
な
ど
、
多
く
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
こ

れ
を
打
ち
消
し
、
経
済
成
長
を
鈍
化
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
中
東
情
勢
が
不
安

定
さ
を
増
し
て
お
り
、
今
後
、
原
油
価
格
の
高
騰
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
製
造
業
を
中
心
に
不
安
感

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
経
済
界
か
ら
は
、
す
で

に
政
府
に
対
し
多
く
の
政
策
要
望
が
表
出
し
て
い
る

が
、
現
政
権
に
お
い
て
は
、
経
済
成
長
と
財
政
の
健

全
化
と
い
う
、
両
立
の
難
し
い
二
つ
の
命
題
に
取
り

組
ま
ざ
る
を
え
ず
、
効
果
的
な
経
済
対
策
を
速
や
か

に
実
行
で
き
る
か
は
、
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。

　

長
期
に
わ
た
っ
て
景
気
低
迷
に
耐
え
て
き
た
地
方

の
中
小
零
細
企
業
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
海
外
の
景

況
や
国
の
経
済
対
策
な
ど
、
外
的
要
因
に
よ
っ
て
状

況
が
好
転
す
る
の
を
待
つ
余
裕
は
す
で
に
無
く
、
景

気
変
動
の
影
響
を
受
け
に
く
い
強
固
な
経
営
基
盤
の

確
立
が
危
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
物
的
・
人
的
資
源
に
限
り
の
あ
る
中
小
零
細
企

業
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
実
現
に
は
相
当

な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
当
商
工
会
議
所
で
は
、
そ

う
し
た
企
業
の
努
力
に
つ
い
て
、
で
き
う
る
限
り
の

支
援
を
行
う
べ
く
、
経
営
改
善
普
及
事
業
を
通
じ
て

き
め
細
か
い
相
談
・
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業

の
販
路
拡
大
や
技
術
革
新
等
に
つ
い
て
配
慮
し
つ

つ
、
事
業
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
既
に
先
進
的
な
技

術
開
発
や
規
模
の
拡
大
を
目
指
す
な
ど
、
積
極
的
な

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
支
援
し
、
ひ
い
て

は
地
域
経
済
の
発
展
に
繋
げ
る
た
め
、
必
要
な
社
会

資
本
や
法
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
政
策
提
言
・
要
望
活
動
を
活
発
に
行
う
。

　

な
お
、
去
る
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
つ
い
て
、
会
員
企
業
へ
の
影
響
を

最
小
限
の
も
の
と
す
る
べ
く
尽
力
す
る
。

　

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
二
三
年
度
に

お
い
て
、
当
商
工
会
議
所
は
次
に
掲
げ
る
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

Ⅰ　

産
業
基
盤
の
整
備
促
進
へ
向
け
た
取
り
組
み

一
、
提
言
・
要
望
活
動
の
強
化

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
疲
弊
し
た
地
域
経
済

を
立
て
直
す
た
め
、
地
域
資
源
の
活
用
や
中
小
企
業

支
援
な
ど
、
社
会
資
本
や
法
の
整
備
を
伴
う
様
々
な

施
策
に
つ
い
て
、
会
員
企
業
の
意
見
を
聴
取
し
つ

つ
、
常
設
の
政
策
検
討
委
員
会
が
そ
の
実
効
性
や
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
精
査
し
た
う
え
で
、
国
や
自
治

体
に
対
し
政
策
提
言
及
び
要
望
活
動
を
推
進
す
る
。

⑴ 

産
業
及
び
経
済
施
策
に
関
す
る
意
見
の
表
明

⑵ 

地
域
社
会
の
問
題
に
対
す
る
意
見
の
表
明
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⑶ 

社
会
資
本
整
備
の
推
進

⑷ 

公
共
投
資
拡
大
に
関
す
る
要
望

二
、
石
狩
新
港
地
域
の
開
発
促
進

　

石
狩
湾
新
港
地
域
は
近
年
、
L
N
G
基
地
や
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、
以
前
の
製
造
・
物
流
拠

点
と
は
異
な
る
機
能
を
新
た
に
有
す
る
こ
と
と
な

り
、
地
域
経
済
に
お
け
る
重
要
性
が
増
す
と
同
時

に
、
よ
り
一
層
の
社
会
資
本
及
び
港
湾
施
設
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
企
業
進
出
件
数
の

鈍
化
・
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
立
地
す
る
企
業

に
と
っ
て
魅
力
的
な
環
境
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
更
に
は
、
立
地
・
操
業
か
ら
二
〇
年
、
三
〇

年
と
経
過
し
て
い
る
企
業
も
少
な
く
な
く
、
こ
れ
ら

企
業
の
設
備
投
資
に
対
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
施
策

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
当
商
工
会
議
所
で
は
、
新

港
地
域
の
発
展
が
地
域
経
済
回
復
の
重
要
な
要
素
と

と
ら
え
、
関
係
機
関
と
協
力
し
つ
つ
、
以
下
に
掲
げ

る
活
動
を
行
う
。

⑴ 

企
業
誘
致
促
進
及
び
既
に
立
地
し
て
い
る
企
業
へ

の
操
業
支
援
活
動
の
推
進

⑵ 

港
湾
施
設
、
道
路
網
等
の
整
備
促
進
活
動

⑶ 

札
幌
都
市
圏
広
域
防
災
拠
点
整
備
構
想
実
現
へ
の

協
力
活
動

⑷ 

石
狩
L
N
G
輸
入
基
地
建
設
に
よ
る
市
内
経
済
へ

の
波
及
効
果
促
進

⑸ 

新
港
地
域
内
に
お
け
る
地
域
交
通
活
性
化
の
促
進

⑹ 

新
港
の
活
用
に
よ
る
貿
易
・
経
済
の
拡
大

⑺ 

グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ
る
市
内
経

済
へ
の
波
及
効
果
促
進

Ⅱ　

地
域
経
済
振
興
・
活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

一
、
地
域
活
力
支
援
事
業

　

商
店
街
や
企
業
が
行
う
、
集
客
や
販
促
に
繋
が
る

自
主
的
な
活
動
に
対
し
、
積
極
的
な
支
援
を
行
う
。

⑴ 

商
店
街
対
策
事
業

　

石
狩
市
内
に
お
い
て
活
動
す
る
、
商
工
業
者
に

よ
り
組
織
さ
れ
る
団
体
が
、
地
域
経
済
の
振
興

や
、
集
客
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
自
主
的
に
行

う
事
業
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
。

⑵ 

「
石
狩
ブ
ラ
ン
ド
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
付
加
価
値
の
高
い
商

品
に
対
し
て
、
石
狩
ブ
ラ
ン
ド
応
援
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
発
行
・
貼
付
し
、
地
元
企
業
が
生
産
す
る
商
品

の
市
場
で
の
差
別
化
を
支
援
す
る
。

二
、
活
力
あ
る
地
域
産
業
の
展
開

　

会
員
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
、
地
場
企
業
の
市

場
・
販
路
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、
企
業
や
商
品
を

P
R
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
消
費
者
向
け
W
E
B
サ
イ
ト
「
W
E
B
タ
ウ

ン
い
し
か
り
」
を
通
じ
て
会
員
企
業
情
報
の
発
信
に

努
め
る
。

　

ま
た
、
企
業
が
市
場
で
の
競
争
力
強
化
の
た
め
に

行
う
、
技
術
高
度
化
・
生
産
効
率
化
に
係
る
調
査
研

究
な
ど
、
そ
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支

援
す
る
。

⑴ 
い
し
か
り
P
R
事
業

　

当
会
議
所
が
運
営
す
る
消
費
者
向
け
W
E
B
サ

イ
ト
「
W
E
B
タ
ウ
ン
い
し
か
り
」
を
通
じ
て
、

会
員
企
業
や
、
会
員
企
業
が
製
造
・
販
売
し
て
い

る
商
品
を
P
R
し
、
販
売
促
進
に
寄
与
す
る
。

　

ま
た
、
会
員
企
業
の
販
路
拡
大
を
企
図
し
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
事
業
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
を
行
う
。

⑵ 

建
設
関
連
支
援
事
業

　

地
元
建
設
関
連
事
業
者
と
消
費
者
が
接
触
す
る

機
会
を
作
り
、
工
事
受
注
の
増
加
、
ひ
い
て
は
建

設
関
連
産
業
全
体
の
振
興
を
目
論
み
、
リ
フ
ォ
ー

ム
展
示
・
相
談
会
を
開
催
す
る
。

⑶ 

産
業
ま
つ
り
事
業 

　

平
成
二
〇
年
度
以
降
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
産

業
ま
つ
り
「
石
狩
ま
る
ご

と
フ
ェ
ス
タ
」
に
運
営
主

体
の
一
員
と
し
て
参
画

し
、
食
品
を
中
心
と
し
た

地
場
産
品
の
認
知
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
の
賑
わ

い
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。

⑷ 

新
商
品
・
技
術
開
発
支
援
事
業

　

企
業
が
新
商
品
・
技
術
開
発
や
新
規
市
場
の
開

拓
の
た
め
に
自
ら
行
う
、
先
進
事
例
の
視
察
や
調

査
研
究
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
し
、
経
費
の
一
部

を
助
成
し
、
経
営
基
盤
強
化
を
支
援
す
る
。

Ⅲ　

中
小
企
業
支
援
の
強
化
と
人
材
育
成

一
、
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業

　

地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
地
場
企
業

が
安
定
し
た
経
営
を
行
い
、
更
に
は
、
将
来
の
成
長

へ
向
け
た
活
力
を
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
か
ら
、
専
門
の
経
営
指
導
員
に
よ
る
経
営
指
導

や
各
種
講
習
会
・
相
談
会
の
実
施
な
ど
、
経
営
の
改

善
発
達
に
つ
な
が
る
各
種
事
業
を
実
施
し
、
企
業
の

経
営
基
盤
強
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

⑴ 

巡
回
相
談
、
指
導
の
強
化

　

企
業
経
営
者
の
悩
み
や
経
営
上
の
問
題
点
に
つ

い
て
、
よ
り
詳
細
に
分
析
し
、
適
切
な
指
導
を
行

う
た
め
、
専
門
の
経
営
指
導
員
に
よ
る
巡
回
相

談
・
指
導
の
強
化
を
従
前
に
も
増
し
て
推
進
す
る
。

⑵ 

経
営
改
善
個
別
診
断
の
実

　

希
望
す
る
会
員
企
業
に
対
し
、
当
会
議
所
の
委

嘱
す
る
中
小
企
業
診
断
士
が
個
別
に
企
業
診
断
を



3

平成23年度事業計画

行
い
、
経
営
環
境
の
改
善
を
支
援
す
る
。

⑶ 

各
種
融
資
制
度
の
利
用
促
進

　

各
種
の
制
度
資
金
や
当
会
議
所
と
金
融
機
関
に

よ
る
提
携
ロ
ー
ン
の
利
用
推
進
を
図
り
、
中
小
企

業
の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

⑷ 

税
務
に
関
す
る
相
談
会
の
実
施

　

所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
に
合
わ
せ
、
決
算
及

び
申
告
に
係
る
相
談
・
指
導
を
一
定
期
間
実
施
す

る
。

⑸ 

記
帳
機
械
化
の
推
進

　

小
規
模
事
業
者
の
事
務
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
記
帳
の
電
子
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
振

替
伝
票
の
入
力
及
び
帳
簿
作
成
代
行
業
務
を
実
施

す
る
。

⑹ 

倒
産
の
未
然
防
止
に
関
す
る
相
談
、
指
導

　

取
引
先
企
業
の
倒
産
に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
が

連
鎖
倒
産
や
経
営
難
に
陥
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
、
倒
産
防
止
共
済
の
加
入
を
推
進
す
る
。

⑺ 

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
導
入
に
関
す
る
相
談
、

指
導

　

中
小
零
細
企
業
が
、
今
日
の
高
度
に
情
報
化
さ

れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
情
報

通
信
技
術
導
入
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

⑻
講
習
会
・
講
演
会
の
開
催

　

経
営
者
や
従
業
員
の
資
質
向
上
、
ひ
い
て
は
経

営
の
改
善
に
つ
な
が
る
各
種
講
習
会
・
講
演
会
を

開
催
す
る
。
ま
た
、
同
様
の
趣
旨
で
開
催
さ
れ
る

他
の
講
習
会
等
の
参
加
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
。

⑼
環
境
問
題
対
策
事
業

　

企
業
が
取
り
組
む
環
境
問
題
対
策
を
支
援
す
る

た
め
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
に
係

る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

⑽
商
業
活
性
化
調
査
研
究
事
業

　

中
小
小
売
業
者
及
び
料
理
飲
食
店
を
は
じ
め
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
業
者
の
経
営
環
境
が
悪
化
す
る

中
、
一
年
を
通
じ
て
利
用
可
能
な
販
売
促
進
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
地
域
で
実
績
の

あ
る
「
商
品
券
」
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
性

を
検
証
す
る
た
め
、
調
査
・
研
究
を
行
う
。

二
、
人
材
育
成
及
び
労
務
対
策
事
業
の
推
進

　

後
継
者
の
育
成
や
、
従
業
員
の
資
質
向
上
に
関
す

る
諸
事
業
を
通
じ
、
企
業
の
安
定
的
か
つ
持
続
的
な

発
展
に
寄
与
す
る
。

⑴ 

青
年
部
・
女
性
会
の
活
動
支
援

　

青
年
部
・
女
性
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
自

主
的
な
活
動
を
通
じ
、
人
格
形
成
や
経
営
者
と
し

て
必
要
な
知
識
や
経
験
を
得
る
よ
う
支
援
す
る
。

⑵ 

労
働
保
険
事
務
組
合
の
運
営
強
化

　

労
働
保
険
に
係
る
煩
雑
な
事
務
を
代
行
し
、
中

小
零
細
事
業
所
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

労
働
保
険
の
適
用
推
進
に
よ
り
、
中
小
零
細
企
業

に
お
け
る
労
働
福
祉
向
上
を
図
る
。

⑶ 

人
材
能
力
開
発
育
成
支
援
事
業

　

経
営
者
及
び
従
業
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
、
公
的
機
関
等
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
へ
の
参

加
費
用
を
一
部
助
成
す
る
。

⑷ 

福
利
厚
生
推
進
事
業

　

会
員
企
業
が
実
施
す
る
、
従
業
員
の
健
康
診
断

に
係
る
費
用
を
一
部
助
成
す
る
と
と
も
に
、
い
し

か
り
共
済
の
加
入
を
推
進
し
、
中
小
企
業
に
お
け

る
福
利
環
境
の
充
実
を
図
る
。

⑸ 

優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

　

会
員
企
業
に
勤
務
す
る
、
永
年
勤
続
の
従
業
員

を
表
彰
し
、
そ
の
功
労
を
称
え
る
と
と
も
に
、
勤

労
意
欲
の
向
上
を
図
る
。

⑹ 

各
種
検
定
試
験
の
実
施

　

経
営
者
や
従
業
員
の
資
質
向
上
、
及
び
現
在
就

学
中
の
者
が
次
世
代
の
企
業
人
と
し
て
の
知
識
・

機
能
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
種
検

定
試
験
を
実
施
す
る
。

⑺ 

緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業

　

新
卒
未
就
職
者
を
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
し
た

う
え
、
O
J
T
及
び
一
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ

る
教
育
訓
練
を
施
し
、
企
業
の
即
戦
力
と
な
る
よ

う
な
人
材
を
育
成
す
る
。

Ⅳ　

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
財
政
基
盤
の
強
化

一
、
各
種
共
済
制
度
の
加
入
促
進

　

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
安
定
化
に
資
す
る
各
種
共

済
制
度
に
つ
い
て
、
制
度
内
容
・
効
果
等
を
積
極
的

に
P
R
し
加
入
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
手
数
料
に

よ
る
安
定
的
な
収
入
を
確
保
す
る
。

二
、 

会
報
・
W
E
B
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報
提
供

の
強
化

　

当
会
議
所
が
運
営
す
る
各
種
の
媒
体
を
利
用
し
、

会
員
企
業
に
対
す
る
情
報
提
供
を
迅
速
か
つ
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
、
会
員
企
業
や
商
品
の
P
R
に
努

め
る
。
特
に
平
成
二
三
年
度
に
つ
い
て
は
、
会
員
向

け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大
幅
に
改
善
す
る
な
ど
し
て
、

会
員
に
対
す
る
情
報
発
信
機
能
を
強
化
す
る
。

⑴ 

会
報
「
躍
動
」
冊
子
版
（
毎
年
四
月
発
行
）

⑵ 

会
報
「
躍
動
」
F
A
X
版
（
原
則
毎
月
一
日
発
行
）

⑶ 

W
E
B
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報
提
供

⑷ 

市
広
報
誌
の
活
用
（
年
五
〜
六
回
）

　

ま
た
、
上
記
媒
体
の
一
部
を
広
告
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
提
供
す
る
。

三
、 

会
員
交
流
事
業
の
実
施

　

会
員
企
業
同
士
が
交

流
・
親
睦
を
図
る
と
と
も

に
、
異
業
種
間
で
の
情
報

交
換
に
よ
り
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
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れ
る
よ
う
、
会
員
交
流
事
業
を
実
施
す
る
。

四
、
会
館
利
用
の
促
進

　

当
会
議
所
が
管
理
・
運
営
す
る
石
狩
商
工
会
館
に

つ
い
て
、
研
修
・
会
議
で
の
利
用
等
、
貸
室
及
び
備

品
貸
出
業
務
を
P
R
し
、
会
館
利
用
の
促
進
を
図

る
。Ⅴ　

組
織
体
制
と
活
動
基
盤
の
強
化

一
、
部
会
・
委
員
会
活
動
の
活
性
化

　

業
種
別
部
会
に
よ
り
、
各
業
種
に
お
け
る
問
題
点

を
抽
出
・
改
善
す
る
た
め
の
様
々
な
事
業
を
展
開
し
、

部
会
員
の
経
営
安
定
化
に
寄
与
す
る
。
ま
た
、
商
工

会
議
所
が
抱
え
る
諸
問
題
、
重
要
事
項
に
関
し
、
委

員
会
に
よ
る
調
査
研
究
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
。

⑴ 

部
会
の
研
修
、
部
会
員
交
流
事
業
の
実
施

⑵ 

部
会
員
の
意
見
、
要
望
等
の
と
り
ま
と
め

⑶ 

委
員
会
に
お
け
る
地
域
商
工
業
や
商
工
会
議
所
運

営
に
係
る
重
要
事
項
の
調
査
研
究
や
諮
問
事
項
に

対
す
る
具
申

⑷ 

役
員
・
議
員
研
修
の
実
施

二
、
地
区
別
協
議
会
の
開
催

　

各
地
区
毎
に
お
け
る
会
員
相
互
の
交
流
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
会
員
か
ら
直
接
意
見
を
聴
取
し
、
役

員
と
の
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
て
、
地
区
別
協
議

会
を
開
催
す
る
。

三
、
会
員
増
強
運
動
の
推
進

　

商
工
会
議
所
の
組
織
力
増
強
を
図
る
た
め
、
先
に

新
設
さ
れ
た
組
織
強
化
特
別
委
員
会
を
中
心
に
、
会

員
及
び
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
新
会
員
獲
得
運

動
を
展
開
す
る
。

平成23年度　一般会計・特別会計（合算）収支予算
収入の部 石狩商工会議所　　（単位：千円）

科　目 一般会計 相 談 所
会　　計

会館運営
会　　計

共済事業
会　　計

労働保険
会　　計 合　　計 H22予算額 対比増減

1 会費 29,601 0 0 0 0 29,601 29,487 114
2 特定商工業者負担金 1,866 0 0 0 0 1,866 1,866 0
3 加入金 450 0 0 0 0 450 450 0
4 交付金 18,795 48,046 0 0 950 67,791 82,386 △14,595
5 事業賦課金 3,164 100 0 0 0 3,264 8,288 △5,024
6 手数料 2,440 0 0 190 0 2,630 2,634 △4
7 運営収入 0 0 3,300 5,640 0 8,940 7,310 1,630
8 指導収入 0 0 0 0 1,800 1,800 1,700 100
9 検定料 530 0 0 0 0 530 580 △50
10 受託料 1,760 0 0 0 0 1,760 1,760 0
11 貸室収入 0 0 4,280 0 0 4,280 4,185 95
12 雑収入 1,309 1 79 3 1 1,393 960 433
13 前期繰越金 1,713 0 0 0 0 1,713 2,154 △441
14 繰入金　※ 0 8,620 255 60 0 8,935 7,849 1,086
15 財政運営引当金戻入収入 0 0 0 0 0 0 1,000 △1,000
16 建物修繕引当金戻入収入 3,000 0 0 0 0 3,000 0 3,000

合　計 64,628 56,767 7,914 5,893 2,751 129,018 144,760 △15,742

支出の部

科目 一般会計 相 談 所
会　　計

会館運営
会　　計

共済事業
会　　計

労働保険
会　　計 合　　計 H22予算額 対比増減

1 会員振興事業費 1,600 0 0 0 0 1,600 1,838 △238
2 地域活力支援事業費 950 0 0 0 0 950 800 150
3 活力ある地域産業の展開事業費 4,250 0 0 0 0 4,250 6,900 △2,650
4 総合振興事業費 14,547 0 0 0 0 14,547 18,753 △4,206
5 建設業と地域の元気回復助成事業費 0 0 0 0 0 0 15,000 △15,000
6 その他事業費 0 0 0 770 0 770 900 △130
7 いしかり元気づくり事業費 0 0 0 0 0 0 0 0
8 職員設置費 24,822 40,833 0 4,772 2,586 73,013 71,744 1,269
9 旅費交通費 193 0 0 28 29 250 250 0
10 事務費 1,582 0 160 323 96 2,161 2,200 △39
11 会議費 670 0 0 0 9 679 900 △221
12 渉外費 475 0 0 0 0 475 650 △175
13 公課分担金 2,894 0 1,564 0 31 4,489 4,346 143
14 雑費 10 0 10 0 0 20 70 △50
15 指導事業費 0 15,934 0 0 0 15,934 15,109 825
16 会館維持費 0 0 3,180 0 0 3,180 3,300 △120
17 切手等購入費 0 0 3,000 0 0 3,000 2,000 1,000
18 繰出金　※ 8,935 0 0 0 0 8,935 7,849 1,086
19 会館修繕工事費 3,000 0 0 0 0 3,000 0 3,000
20 予備費 700 0 0 0 0 700 0 700

合　計 64,628 56,767 7,914 5,893 2,751 129,018 144,760 △15,742
（但し、退職給与資金特別会計を除く）

※繰入金、繰出金の8,935千円においては、6会計間の内部処理のため合計額に含まれておりません。
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TOPICS石狩湾新港地域の開発現況

今後更なる発展が期待されている石狩湾新港地域！
― 石 狩 湾 新 港 地 域 の 開 発 現 況 ―

■国内最大級の低環境負荷型データセンター
　平成22年6月、データセンター事業を展開する
国内大手のIT関連会社「さくらインターネット株
式会社」（本社・大阪）は、石狩湾新港地域に大規
模郊外型の「石狩データセンター」の建設を発表
しました。平成23年3月に第1期工事着工、10月に
完成する予定です。
　石狩データセンターは、安価で広大な土地を生
かした拡張性と柔軟性を持ち、最終的には8棟、
約4,000ラック収容の国内最大級のデータセンター
となる見込みです。
　また、北海道の冷涼な外気を空調に導入するこ
とで、消費電力量とCO2排出量を約4割も削減可能
とする、環境に配慮した最先端の施設となります。
　さらに、電力費、土地・建物費などのコストは、
東京23区内のデータセンターと比べて、半分以下
になると想定され、日本のITコストを世界標準に
引き下げることが可能となります。
　今後は、風力・雪氷などの自然エネルギー導入
や、サーバからの排熱を事務室の暖房に活用する
など、一層環境に配慮した取り組みが検討されて

■北海道の総合エネルギー拠点として
　～着実に進む北海道ガス㈱LNG基地の建設
　石狩湾新港中央地区は、エネルギー関連企業に
より、LPGや石油製品を取扱う施設が集積しており、
札幌圏、ひいては道央圏の経済活動や市民生活を
支えるエネルギー供給拠点が形成されています。
　このような中、平成20年春に北海道ガス㈱は、
今後一層の拡大が見込まれる北海道内の天然ガス
需要に対応し、将来にわたり安定的に供給できる
体制を整えるため、本港中央地区に石狩LNG基地

います。
　石狩データセンターの進出を機に、新たなデー
タセンター事業者や情報関連産業の集積が図られ
るなど、さらなる地域経済の活性化が期待されて
います。

▲全体図（最終8棟：合計4,000ラック）

▲1期棟外観図

を建設することを決定しました。
　同社の石狩LNG基地は、総事業費として約400億
円が投じられ、約10万平方メートルの敷地に、地
上式では国内最大級となるLNG貯蔵用タンク（容
量18万キロリットル、直径約80メートル、高さ約
54メートル）、LNG船接岸施設や内航LNG船、ロー
リー出荷施設などの建設が予定されております。
　建設工事は平成21年5月にスタートし、平成22
年12月にはLNG貯蔵タンクの屋根部も姿を現すな
ど、平成24年中に運転開始が予定されている中、
順調に進められています。
　この基地は道内で初となる輸入LNG基地のた
め、天然ガスというクリーンなエネルギーの供給
拠点としてだけの役割に留まりません。「北海道
全体におけるエネルギーインフラとしての社会的
意義を担う基地」として、多様な地域からエネル
ギーの受け入れを可能とする石狩LNG基地は、北
海道を支えるエネルギー供給拠点として、貢献す
ることが期待されているところです。
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　平成22年8月21・22日（土・日）の両日、3回目と
なる「石狩まるごとフェスタ2010」を石狩市役所前
特設会場等で開催しました。
　会期1日目の日中は晴天、夜間の花火大会後半に
は激しい雨があったものの、来場者も間近で打ち上
がる花火に大いに盛り上がりました。また、2日目
日中も天候に恵まれ、2日間合わせて約5万8,000人内
外の来場者で賑わいました。
　この事業は「石狩ブランドまるかじり！」をテー
マに、石狩市をはじめ当商工会議所やJAいしかり、
石狩観光協会、石狩北商工会など、市内多くの団体・
企業・市民が協働して企画運営を行った全市的なイ
ベントです。
　特に、「農・商・工連携」による石狩の強さをアピー

ルする事業とな
り、市内産業力
の再認識・PRに
とても良い機会
となりました。
　なお、平成21
年12月7日に特
許庁へ団体商標登録出願を行った「石狩ブランド応
援ロゴマーク」については、平成22年9月17日に国
の認可を受け、今後は、石狩産原材料を使用した飲
食料品の商品・製品に活用することを目的として商
品価値をさらに高め、話題性による差別化を図って
いくことが期待されております。

石狩まるごとフェスタ2 0 1 0

　本年度、石狩商工会議所・
石狩北商工会の事業連携によ
り、全市統一「スクラッチく
じ」を使用した年末大売出し
事業を行いました。108事業
所120店舗（会員114店舗・非
会員6店舗）の参加をいただ
き、目標売上高2億円（スク
ラッチくじ20万枚）に対し、
最終販売額では185,890千円
（同185,890枚）を売り上げ、当初の売上目標に対し

て92.95％の達成率となりました。
　年末大売出し期間中の業種別売上高「トップ3」
については、小売業113,461千円、飲食業44,546千円、
理美容業8,600千円の順で、業種別参加構成も同3業
種の参加事業所が「トップ3」となっており、年末
年始の準備やお買いもの、忘年会などへの消費需要
がうかがえ、市内購買率の向上に寄与しました。
　なお、期間中に利用された当たりくじ商品券は、
1万円券が39本、1,000円券が284本、200円券が2,147本、
合計2,470本で、1,103,400円を消費者の皆様に市内参
加店においてご利用いただきました。

いしかり元気づくり事業 　～年末大売出し～

◆事業報告
　当議員会では、議員相互の発展・親睦を図るため、
さまざまな事業を行っています。
　平成22年度事業はつぎのとおりです。
・6月19日　親睦ゴルフ・パークゴルフ大会
・7月30日　ビアパーティー
・10月7日～10日（3泊4日）台湾視察研修旅行

◆役員改選
　12月3日（金）石狩商工会館3階大ホールで総会を
開催し、第5期新役員が選出されました。
　新役員はつぎのとおりです。（敬称略）

〈会　長〉米澤　　哲
〈副会長〉小林　伸一、栗谷　茂喜、竹内　義和
〈幹事長〉真嶋　　明
〈幹　事〉相田　芳男、酒井志津子、富木　幹雄、
　　　　 横田　優子、半澤　孝幸、松永　昭司
〈監　事〉渋屋　敬吉、金子　康幸

議員会活動報告

TOPICS
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　5月20日（木）、石狩商工会議所の創立10周年記念
事業を石狩市花川北コミュニティセンターにおいて
開催しました。会員をはじめとして、㈳北海道商工
会連合会の高向巖会頭、北海道経済産業局の柚原一
夫局長ほか約280名が出席。
　式辞で三津橋会頭は、「道内42番目の会議所とし
て設立されたが、前身の商工会を含めると50年の歴
史を数える。これもひとえに関係機関のご支援のた
まもの。今後は石狩産品の売り込みに全力を挙げた
い」と述べました。
　続いて記念講演では、北海道ガス株式会社　取締
役会長の草野成郎氏から「道央圏における石狩市の
環境・エネルギー戦略について」と題した講演をい
ただきました。祝賀会では、会員ほか出席者相互の

　1月27日（木）、石狩商工会議所組織強化特別委員
会（香川義則委員長）は、2011年会員交流会を石狩
市民プール2F多目的ホールにおいて開催し、133名
の会員が参加しました。
　交流会では、竹内義和副委員長の総合司会により
進行し、新会員39事業所の紹介を行い、会員相互の
理解をより一層深めました。
　また、余興の部では石黒嗣康委員の司会により、
豪華景品が当たる大抽選会、液晶テレビ（32型デジ
タルテレビ）等が当たるジャンケン大会を実施し、
会場内も大いに盛り上がり、大盛況のうちに終了い
たしました。
　ご参加いただきました会員・新会員の皆様、景品
提供・協賛金提供いただきました皆様には、心から
お礼申し上げます。

　3月25日（金）、商工会館において優良従業員表彰
式が行われ、会員企業に永きにわたり貢献されてい
る従業員の皆さんを表彰いたしました。
《5年表彰》 ㈲アルファ・ヘルプ・サービス
  岩瀬友美枝、大西　好江、岡本　郁子

熊倉　紀子、斉藤真由美
 ㈱エイト自動車販売 野呂　孝之
 ホクト畜産㈱ 今井　勝宏
 ㈱レパレ 佐々木博昭
《10年表彰》 ㈲アルファ・ヘルプ・サービス
 安藤　奈美、葛西　典子
 ㈲ササキ通信 三橋　正和
《15年表彰》 ㈱緑地建工 加藤　昭紀
 ㈱リプロワーク 笠嶋　茂雄
《20年表彰》 ㈱緑地建工 佐藤　正彦、佐藤光智明
《25年表彰》 ㈿石狩新港卸センター 細部久美子

交流を深め、最後に出倉実行委員長のお礼のことば
にて終了しました。

石狩商工会議所1 0周年記念事業

会員交流会開催 優良従業員表彰式
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　当商工会議所では、建設業界の経営環境の改善
と地域の元気回復を目指し、国土交通省所管で㈶
建設業振興基金の「建設業と地域の元気回復助成
事業」の補助金を活用して平成21年7月から今年
の2月まで約1年半に亘って、リサイクル・ものづ
くり・人材育成などの各課題について各種事業を
実施しました。
　事業実施に当たっては、商工会議所が中心とな
り、北海道開発局をはじめ、石狩市、（独）雇用・能
力開発機構北海道センター、北海道職業能力開発
大学校、建設業者で構成する協議会を設立し、建
設業部会員を加えた幹事会と検討会を構成して、
それぞれのテーマに沿って取り組みましたので、
事業の概要について次のとおり報告いたします。

【事業概要】
○リサイクル需要開拓計画の策定
○新たなリサイクル事業の展開
　①試作品づくりの実施
　　Ａ．再生ベニア板製造装置（ケレン機）
　　Ｂ．剪定枝葉等の防音装置付破砕装置
　②展示会への出展
　　・建設産業展201近畿（マイドームおおさか）
　　・エコプロダクツ2010（東京ビックサイト）
　③ものづくり人材育成のための研修会等開催
　　・人材育成研修　4コース／23課程開催
　　　　…延べ180事業所・264名参加
　　・セミナー　2回…延べ65社・85名参加
　④アンケート　4回…延べ210社より回答

【事業の効果】
　建設業をはじめものづくり人材の育成促進が図
られたこと。事業を通じ各種団体の人的ネット
ワーク構築と新技術開発や異業種参入への推進強
化が図られ、新技術の開発や異業種参入への推進
が強化されること。［雇用能力開発機構北海道セ
ンター・北海道職業能力開発大学校等］
　また、コミュニティテレビ等の利用による普及
啓発を通じ、地域住民や企業へのリサイクル意識
の醸成が図られたこと。

【課　題】
　試作品づくりでは、ケレン機については、今後
も性能の高度化・効率化・コストダウン等の検証
を行い、道内外の市場開拓が必要である。また、
破砕機については、公園等の枝葉のリサイクル化
について行政の理解を得て、環境分野の循環シス
テムの構築による事業開拓を推進する必要性があ
ります。
　人材育成については、建設業部会等が各関係機
関と連携し、人材育成メニューづくりを検討し実
施することが望まれます。
○事業の様子をホームページで紹介中！
　・商工会議所　http://www.ishikari-cci.or.jp/
　・えりすいしかりネットテレビ
　　　　　　　　http://www.i-eris.tv/usFirst.do

建設業と地域の元気回復助成事業『海と川に育まれた新石狩協議会』報告

試作品A（ケレン機）

試作品B（破砕機）
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■工業部会■

◆工業部会・道外先進地域視察研修
　2月3日（木）・4日（金）の2日間、道外先進地域視察
研修を実施し、会員企業9社11名が参加しました。
　へら絞りという技術で金属加工を行っている、『㈱
北嶋絞製作所』を視察しました。匠の技術と最先端
の設備とノウハウを活かし、大きさ種類も他種多様
なものに対応し、顧客のニーズに応えているとのこ
とでした。また、へら絞りの体験をさせていただく
ことができ、加工の難しさを実感し、熟練された技
術を感じることができました。
　次に当会議所工業部会員3社が出展している『お
おた工業フェア』の視察をしました。大田区立地工
場と全国からの出展企業や団体などとの広域連携を
図る場として、103の企業や団体が出展しているほ
か、出展企業とのビジネスマッチングが実施されて
おり、大変にぎわっていました。
　翌日は、横浜で開催された工業技術見本市「テク

■商業・サービス業部会■

◆視察研修事業
　2月17日（木）・18日（金）の2日間、商業・サービス
業部会合同の視察研修を実施しました。
　研修では、いってみたい商店街大賞を受賞された
札幌市西区の発寒北商店街振興組合を訪問し、土屋
日出男理事長より同振興組合の事業について説明を
受けました。
　同振興組合は、平成21年に高田馬場発祥の地域通
貨「アトム通貨」を道内で初めて導入し、商店街の
活性化に意欲的に取り組んでいます。
　アトム通貨は各イベントや廃食油・ボトルキャッ
プの回収時などで配布しており、地域住民との連携
をより深めたものとなったとの説明に、参加した部
会員は熱心に耳を傾け、また活発な意見交換が行わ
れました。
　その後、定山渓のホテルにて懇親会を開催し、参
加者ひとりひとりが自己紹介や事業紹介を行い、会
員相互の理解を深めました。

ニカルショウ　ヨコハマ2011」を視察しました。横
浜市内の企業と全国からの383の企業や団体の出展
があり、新技術・新製品の発見の場となりました。
　工場視察やフェアなど参考になる点も多いとの感
想もあり、効果のある事業となりました。

◆インターネット通販セミナー
　2月25日（金）には、商業・サービス業部会合同の
インターネット通販セミナーを開催しました。
　札幌商工会議所中小企業応援センターの登録講師
である中小企業診断士　春日　一秀氏を講師に迎
え、インターネット通販で成功するためのノウハウ
を入門編として実施しました。

業種別部会の活動報告
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■建設業部会■

◆視察研修
　3月3日（木）・4日（金）の2日間、視察研修事業を実
施し、部会員13名が参加しました。
　帯広市では、ばんえい競馬が行われる帯広競馬場
に併設されている「とかちむら」を見学しました。
とかちむらは、管理運営会社が概算事業費2億2,000
万円をかけて整備し、このうち帯広市が建設費など
約1億8,000万円を補助しているとのことでした。帯
広市では、道東道全線開通と合わせて、道内外から
の観光客増加による経済効果を期待されているとの
ことです。このほか、芽室町の明治乳業十勝チーズ
館を見学するなどし、大変有意義な視察研修となり
ました。
◆石狩市住宅改修費等補助制度説明会
　3月16日（水）、このたび見直しされる「石狩市住
宅改修費等補助制度」の説明会を実施し、石狩市建
設水道部建築課の担当者から補助対象者の拡大等に
ついての説明を受けました。

　この制度は、市内住宅の耐震補強・省エネ・バリ
アフリー化・太陽光発電設置等の工事費用の一部を
補助する制度で、この制度を活用し、さらなる顧客
獲得をめざす参加者は熱心に耳を傾けていました。
◆リフォームフェスタ
　3月19日（土）・20日（日）の2日間、花川北コミュニ
ティセンターにて「いしかりリフォームフェスタ
2011・春」を開催する予定でしたが、3月11日に発
生した東北地方太平洋沖地震や津波などの被災地の
実情を鑑み、中止といたしました。

業種別部会の活動報告

第5期　新部会長の皆様をご紹介！
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半澤建設株式会社

有限会社とみき

株式会社酒井機材製作所

有限会社宝寿し
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平成22年度　各部会実施事業一覧
平成22年
6月11日 安全衛生相互パトロール
（工業部会） パトロール会場：㈲村田金属塗装工業
 講　　　師： 中央労働災害防止協会北海

道安全衛生サービスセン
ター

 　　　　　　技術専門役　澤田厚史　氏
 講習会会場：石狩商工会館
 参　加　者：10企業19名
10月14日  工業部会・建設業部会合同北ガス石狩

LNG基地施設見学
（工業部会） 参　加　者：26名
11月29日  工業部会員名刺交換会（企業PR）およ

び交流会
（工業部会） 場　　　所：つぼ八藤女子大前花川店
 参　加　者：18社21名

平成23年
2月3・4日 工業部会道外先進地域視察研修
（工業部会） 視　察　先：大田区内立地工場視察
 　　　　　　①㈱北嶋絞製作所
 　　　　　　②おおた工業フェア会場
 　　　　　　③テクニカルショウ　
 　　　　　　　ヨコハマ
 参　加　者：9社11名
2月17・18日 商業・サービス業部会合同視察研修
（商業・サービス業部会）

 視　察　先：①発寒北商店街振興組合
 　　　　　　②JRタワー展望室
 参　加　者： 23名（商業7名・サービス

業15名・会頭）
2月25日  商業・サービス業部会合同IT経営セミ

ナー
（商業・サービス業部会）
 インターネット通販セミナー入門編
 講　　　師：㈲ユー・サポート
 　　　　　　代表取締役　春日一秀　氏
 講習会会場：石狩商工会館3F大ホール
 参　加　者：23名
2月25・26日  建設・工業部会合同　職長・安全衛生責

任者講習
（建設・工業部会）
 場　　　所：㈱日立建機教習センタ
 参　加　者：3名
3月3・4日 建設業部会視察研修
（建設業部会） 視　察　先：①十勝チーズ館
 　　　　　　②とかちむら
 参　加　者：13名
3月16日  石狩市住宅改修費等補助制度説明会
 会　　　場：石狩商工会館
 参　加　者：17名

■建設業部会通年事業
　労務安全衛生ビデオ　無料貸出

　去る1月25日（火）、石狩市民プール2階多目的ホー
ルにおいて、平成22年度の「産業活性化基盤整備懇
話会」が開催されました。
　この懇話会は、当市のさらなる地域経済の活性化
に向けて、北海道庁と石狩市、商工会議所などの幹
部等が意見交換を行うことを目的として開催される
もので、今年で4回目。
　懇話会には、内海英徳北海道議会議員、田岡克介
石狩市長、田中実北海道建設部土木局長はじめ建設
土木に関わる北海道や石狩市など関係する機関の幹
部、また、当会議所からは三津橋会頭、神田・氏家
両副会頭、さらには、渋屋敬吉石狩市建設事業協会
長など地元経済界を代表するメンバーが出席しました。
　懇話会においては、当市の交通ネットワークの確

立、港湾整備や河川改修等の産業基盤の整備につい
て意見交換が行われ、道庁側から、今回要望された
項目については、積極的な事業の展開を検討したい
旨の回答がなされて閉会しました。
　要望された項目は、次の12項目。
　①石狩湾新港の整備促進、②石狩湾新港背後地域
基盤整備の促進、③上水道事業に係る水源開発、広
域化事業の推進、④道道月形厚田線の線形及び勾配
の改修、⑤道道矢臼場札幌線の整備推進、⑥望来川
河川改修の推進、⑦浜益川広域河川改修事業の促進、
⑧厚田川の改修、⑨直轄河川環境整備事業の促進（茨
戸川）、⑩公共下水道事業の整備促進、⑪浜益区川
下地区の飛砂対策、⑫厚田漁港の西防波堤の整備促
進

産業活性化基盤整備懇話会
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■青年部■

◆YEGまつり2010
　いしかりふれあいフェスタの開催
　11月14日（日）、地場企業の育成並びに地域の活性
化に寄与することを目的とした「いしかりふれあい
フェスタ」を花川北コミュニティセンターで開催し
ました。
　会場では、石狩の将来について考えるまちづくり
シンポジウム、プロの技術を伝えるセミナー、地場
産品・飲食・PRなどの出店や様々なイベントを行い
ました。

　当日は、1,500人が来場し大盛況のうちに無事終了
することができました。
◆ 石狩市内各種青年団体交流会
　『わかもんの会』の実施
　12月17日（金）、
田岡克介石狩市
長をお招きし、
「石狩新港地域と
これからのまち
づくりについて」
ご講演をいただ
き、市内各種青年団体47名が参加しました。
　講演では、石狩湾新港地域の動向について、貴重
なお話を伺うことができ、また、活発な意見交換会
も行うことがきました。
◆市内視察経済研修の実施
　2月19日（土）、「もっと知ろう！　石狩のまち」を
テーマとし、大人の社会見学バスツアーを実施し、
9名が参加しました。
　石狩東洋㈱・㈱ワタキュークリーン・㈱マテック・
㈲北栄ステンレス工業を視察し、有意義な研修とな
りました。

青年部・女性会の活動報告

■女性会■

◆石狩まるごとフェスタに出店
　8月21日（土）・22日（日）に行われた石狩まるごと
フェスタに売店を出店、20名の会員が参加しました。
　参加した会員は、前日は夜遅くまで事前準備を行
い、当日は天候にも恵まれ、焼きそばやカレーライ
ス、ゆでとうきびなどの調理・販売等を行い、忙し
いながらも充実した時間を過ごしました。

◆新年会実施
　1月19日（水）、美食工房　花において、毎年恒例
となっている新年会を開催し、会員19名が参加しま
した。
　今年は、田岡克介石狩市長・三津橋昌博会頭・松
尾拓也青年部会長・秋枝征典青年部理事・若生剛毅
青年部理事を来賓にお迎えし、田岡市長のご挨拶の
後、三津橋会頭のご発声により開宴しました。
　途中、早飲みや漢字書き取りゲームなどを交え、
参加者にはもれなく景品があたり、会場はより一層
賑やかになりました。
　最後に松尾青年部会長のご挨拶をいただき、和や
かなうちにおひらきとなりました。
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INFORMATIONINFORMATION

■経営者の退職金
　小規模企業共済制度は、退職後のゆとりある生活を
応援する安心の共済制度です。
■制度改正で、さらに魅力アップ
　平成23年1月からは、個人事業主の「共同経営者」
も加入することが出来るようになりました。（個人事
業主1人につき2人まで）
■掛金は、全額所得控除
　掛金は、全額が「小規模企業共済等掛金控除」として、
課税対象所得から控除できます。
■無理のない掛金
　掛金は、月額　1,000円～70,000円の範囲以内（500

　中小企業者を対象に、経営改善のために必要な資金
を商工会議所の経営指導に基づき審査会の審査を得て
商工会議所が推薦する融資制度です。
■貸付対象
　① 常時使用する従業員数が20人以下（商業・サービ
ス業は5人以下）であること。

　② 原則として6ヶ月以上、商工会議所等の経営指導
を受けていること。

　③ 最近1年以上、同一商工会議所地区内で事業を営
んでいること。

　④ 所得税、法人税、事業税、都道府県民税、市町村
民税をすべて完納していること。

　中小企業倒産防止共済制度は、取引先企業の倒産に
よって連鎖倒産したり著しい経営困難に陥るなどの事態
を防止するための共済制度で中小企業者の方々の経営の
安定を図ることを目的としています。いわば『取引先に
不測の事態が生じたときの資金手当て」をする制度です。
■共済金貸付
　制度に加入後6ヶ月以上経過して、万一取引先企業
が倒産し、売掛金や受取手形などの回収が困難となっ
た場合に、掛金総額の10倍の範囲内で最高3,200万円の
共済金の貸付けが受けられます。
　共済金は、無担保、無保証人、無利息で受けられます。
ただし、貸付けを受けると貸付けを受けた共済金の10
分の1に相当する額が納付した掛金から控除されます。
■一時貸付け
　取引先の倒産が生じていない場合でも、臨時に事業

円単位）で自由に選べます。（加入後も、掛金月額の
増額・減額ができます）
■契約者貸付けの利用が可能
　契約者（一定の資格者）の方は、納付した掛金合計
額の範囲以内で、事業資金等の貸付けが受けられます。
（担保・保証人は不要）
　「貸付の種類」　 一般貸付け、傷病災害時貸付け、創

業転業貸付け、新規事業展開等貸付け、
福祉対応貸付け、緊急経営安定貸付け

※ その他、制度の詳しい内容につきましては、石狩商
工会議所へお問合わせください。

　⑤ 商工業者であり、かつ日本政策金融公庫　国民生
活事業の非対象業種等でないこと。
※ 非対象業種等：金融・保険業、風俗営業、福祉
事業、政治・経済・文化団体、その他公序良俗
に反するものなど

■ 資金使途　経営改善に必要な事業資金（運転資金又
は設備資金）
■融資限度額　15,000千円以内
■融資期間　運転資金 7年以内　設備資金 10年以内
■融資利率　1.95％（平成23年2月9日現在）
※ その他詳しくは、石狩商工会議所（中小企業相談所）
へお問い合わせください。

資金が必要なときは、掛金総額の範囲内で、一時貸付
金の貸付けが受けられます。
■加入資格
　加入できる方は、引き続き1年以上事業を行ってい
る中小企業者の方々です。
■掛　金
　毎月の掛金は、5,000円から8万円までとなっており、
5,000円単位で選択出来ます。掛金の積立最高限度額は
320万円です。
■税法上の取扱い
　法人の場合は損金に、個人の場合は必要経費に算入
することができます。
※ その他詳しくは、石狩商工会議所（中小企業相談所）
へお問い合わせください。

小規模企業共済制度が充実しました！

小規模事業者経営改善資金融資（マル経資金）

中小企業倒産防止共済制度（愛称：経営セーフティ共済）



INFORMATION

平成23年度実施　石狩商工会議所検定試験　施行期日等一覧表

検定種別 回数 検定級 施行日 募集期間

簿　

記

128 1～3級 H23. 6.12（日） 4／20～5／13

129 1～3級 H23.11.20（日） 9／30～10／21

130 2～3級 H24. 2.26（日） 1／10～1／27

受験料　1級：7,500円　2級4,500円　3級2,500円

珠　

算

192 1～10級 H23. 6.26（日） 4／18～5／13

193 1～10級 H23.10.23（日） 8／22～9／16

194 1～10級 H24. 2.12（日） 12／5～1／12

受験料　1級：2,040円　2級：1,530円　3級：1,330円　4～6級：920円　7～10級：820円

販
売
士

68 3級 H23. 7. 9（土） 5／23～6／16

39 2級 H23.10. 5（水） 8／19～9／12

69 3級 H24. 2.15（水） 12／15～1／23

受験料　2級：5,500円　3級：4,000円

■お申込み・お問合せ　総務課（担当：菊池　TEL　72-2111）

福  

祉  

住  

環  

境

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

26 2・3級 H23. 7.10（日） 4／26～5／27

27 2・3級 H23.11.27（日） 9／13～10／14

受験料　2級：6,300円　3級：4,200円　　試験会場　石狩商工会館
◆申込・問合せ　東京商工会議所検定センター
　☆電話登録・問合せ　03-3989-0777（受付時間　平日10：00～18：00）
　☆インターネット登録　http://www.kentei.org/（初日10：00～最終日18：00迄）
　　（AM2：00～AM6：00はシステムメンテナンスのため休止）
※福祉住環境コーディネーター検定のみ、問合せ先が異なりますので、ご注意ください。

　道央興産有限会社（代表取締役　香川義則）は、
1月20日付にて、北海道環境マネジメントシステム
スタンダード（HES）の産業廃棄物処理業者用シス
テム規格を認証登録されました。
―誠におめでとうございます！―
　HESは、国際規格であるISO14001を基本とし、多
くの中小企業等が容易に取り組める環境マネジメン
トシステムとして経済団体、環境関係団体、行政機
関の協力を得て構築し、より分かり易く、より安価
で、より取り組みやすくした環境規格です。

　環境マネジメントシステムは、環境問題への取り
組み、従業員の意識改革、取引先からの要求など様々
な目的で導入されております。必ず誰もが「良かっ
た」と実感できるものがありますので、この機会に
HESの認証取得について考えてみませんか！

道央興産有限会社がHESを認証取得！

※認証登録証を受け取る香川義則社長（写真右）

平成23年　会員・特定商工業者名簿について
　正確を期すべく最善をつくしましたが、一部誤りがございました。
42ページ　上から三行目（Ⅷ サービス業　2 理容・美容業）
　事業所名　Hair Space NODA様の電話・FAX番号に誤りがあり
ました。
　記載は73-2766となっておりますが、正しくは73-0545となります。
　深くお詫び申し上げ、訂正させていただきます。



〒061-3216　石狩市花川北6条1丁目5番地
TEL （0133） 72-2111　FAX （0133） 72-2577

URL：http://www.ishikari-cci.or.jp/

石狩市内の店舗・企業情報発信サイト

─WEBタウンいしかり─
URL　http://i-lighthouse.jp


